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天売島だけで繁殖する幻の海鳥　－ウミスズメー
北海道海鳥センター　長谷部　真

■■■　－　－　－　■－■　－　－　●　●　－　●　－　－　－　■－　－　－　－　－　－　－　－　－　－

天売島の海鳥調査の現状

天元畠と言えば、数十万羽のウトウの世界最大の繁殖地

として知られています。しかし、ウトウ以外の海鳥の数は

多くなく、その中に絶滅危倶種のウミガラス、ウミスズメ、

ケイマプリ、ヒメウが含まれています。天売島には天売海

鳥研究室という北海道大学を中心とした学生と研究者の拠

点があります。ここではウトウ、ウミネコ、ウミウを研究

対象にしてきましたが、ウミネコとウミウの減少により、

現在ではウトウのみが主な研究対象になっています。これ

以外の海鳥に関しては、①数が少ない、②調査が困難（危

険）という理由から研究対象になっていません。かつての

天元島はウトウではなく、ウミガラスの島として有名でし

たが、今ではその面影もなく、数十羽がかろうじて繁殖し

ている状態です。近年環境省の保護増殖事業により毎年保

護対策が行われ、繁殖数が調べられています。残りのケイ

マブリ、ウミスズメ、ヒメウはどうなっているのでしょう

か？まず、冬鳥として道内各地の港に現れるヒメウは意外

かもしれませんが、確認されている繁殖地は天元島と函館

の恵山のみで、天売島の巣数も30巣程度です。天売海鳥

研究室では毎年ヒメウの巣を数えてきましたが、近年ヒメ

ウは崖の上から見えない場所で繁殖するようになったため、

ウミガラスの調査の傍ら数えられているに過ぎません。ケ

イマフリもウミガラスの調査の傍ら個体数と巣数の調査が

行われているだけです。ウミスズメは近年調査がされてお

らず、繁殖状況は不明の状態でした。ここでは最近になっ

て行ったウミスズメの調査について報告します。

日中の海上で見かけるウミスズメ

ウミスズメとは

ウミスズメは日本海沿岸からアリューシャン列島、アラ

スカを経て、北アメリカ西海岸までの島などで繁殖するウ

ミスズメ科ウミスズメ属の海鳥です。ウミスズメ属には国

内にウミスズメとカンムリウミスズメの2種類がいます。

ウミスズメは1956年に天元島で匡＝勺で初めての繁殖が確

認されました。その後、根室のハボマイモシリや岩手県の

三貴島で繁殖情報がありましたが、近年は天売烏も含めて

繁殖情報が全くなくなっています。天売島では1980年代

にも繁殖が確認されましたが、1990年代になると過去の

繁殖地でウミスズメの巣が見つからなくなったため、繁殖

が危機的状況にあるとされていました。その後、調査記録

はなく、僕が北海道海鳥センターに来た2009年にもまっ
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ウミスズメ

たく情報はありませんでした。天売島の海鳥調査の先駆者

で、1980年代にウミスズメの巣を発見した綿貫豊氏も「昔

は夜にウトウの調査をしていると、鳴き声が聞こえたもの

だが最近はめっきり聞こえなくなった」と話していました。

なぜ、ウミスズメの調査は行われなくなったのでしょうか？

その理由の一つとして夜行性の繁殖生態が挙げられます。

ウミスズメは夕暮れ時に繁殖地に帰ってくるウトウと異な

り、完全に暗くなってから繁殖地に帰ってきます。しかも、

月明かりがない暗闇を好みます。ウミスズメの巣は崖にあ

る岩の隙間にあり、ほとんどの巣に近づくことができず、

わずかに近づける場所にある巣に行くことは危険を伴いま

す。さらに、ウミスズメはウミスズメ科の中でも「早成性」

という変わった子育てをします。簡単に言うと『陸上で子

育てをしない』のです。ヒナは醇化すると2日以内の夜中

に巣立ちます。巣立つといっても、もちろん海上で親鳥が

世話をします。そして巣立ったばかりのヒナは既に潜るこ

とができます。親子は朝までに捕食者がいる危険な島から

何kmも沖合いに離れます。ヒナを連れたカモの親子を想

像すれば、わかりやすいと思います。これだけ条件が揃え

ば、調査が困難なのも無理はありません。「天売島にウミ

スズメが繁殖している」と言ってもピンと来ないのも仕方

がないです。このため普通に天元島に行っても、ウミスズ

メに出会う機会はまずありません。せいぜい、日中にフェ

リー・小型船や集落から天売島沿岸の海上にいるのを観察

できるかどうかです。／J、型船以外では近づくことが難しい

ため、一般の目にとまることはまずありません。しかも、

ウミスズメを観察できるのは6月までです。ヒナが醇化す

るとすぐに巣立つので、他の海鳥の育雛期である7月には

天完の海からすでにいなくなっています。

ウミスズメ調査を始める

僕は国内唯一の繁殖地である天売島のウミスズメの繁

殖状況がまったくわかっていないことに危機感を覚え、

それを明らかにしていこうと決意しました。ただ、どう

やって調査をしたらいいかわかりませんでした。「とり

あえず、鳴き声を聞いてみよう」。ウミスズメは夜に仲間

と意思疎通をはかるためによく鳴きます。まずは繁殖期
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である5月と6月の風のない夜に海鳥繁殖地の道路沿い

から耳を澄ませてみることにしました。しかし、実はウ

ミスズメの鳴き声を聞いたことがありませんでした。野

鳥の声の図鑑で探しても、カンムリウミスズメはあって

もウミスズメの声はありませんでした。海鳥センターの

データを整理していたところ、偶然私の前任者の彦坂清

子氏がロシアのタラン島に海鳥調査に訪れた時に撮影し

たウミスズメのヒナの巣立ちシーンの動画を発見しました。

この動画では親鳥が海上からヒナを一生懸命呼んでいま

した（https：〟www．youtube．com／watch？V＝mUzU93D235Q）。

この声をたよりに鳴き声調査を行いました。はじめての誰

もいない天売島の夜の海鳥繁殖地は一人で行くと怖いので、

道路に止めてある車のそばから離れられませんでした。ウ

ミスズメの声は道路からだとかすかに聞こえる程度で、集

音マイクを使って録音できるような大きさではありません

でした。翌年の2010年は思い切って道路から少し離れて

崖の方へ行ってみましたが、真下の崖からの鳴き声はか

えって聞きづらくなりました。

夜のウミスズメ繁殖地

そして、2011年になり、この膠着状態をどうにか打破

しなければならないと思いました。これまで繁殖記録があ

る場所は昼間でも1時間近く海岸沿いのガレ場を歩いた後

に、1箇所波のかぶる海を渡らなければならないところに

ありました。昼間でも足場が悪く歩くのに大変な場所です。

「でも、ここにいかなければ、先に進めない」。意を決して

ヘッドライトを点けて、夜の足場の悪い海岸を歩いて行き

ました（天売島の海鳥繁殖地は天然記念物のため、道から

外れた入城には現状変更の許可が必要です）。出発は夜の

21：00から22：00くらい。本来なら調査が終わってこれか

らゆっくりしたい時間です。でも、風が弱く波が穏やかな

夜でないとウミスズメの鳴き声が聞こえないので、調査が

できる夜は限られています。海岸で巣立ちヒナを確認でき

れば、繁殖確認になります。暗闇の波のかぶる海岸を渡り、

目的地に着いたのは23：00くらい。そこで1～2時間くら

い海岸で崖から下りてくるウミスズメの巣立ちヒナをじっ

と待ちました。5月・6月でも夜は寒く、10℃を切るこ
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とも珍しくありません。はじめのうちは動いた後なので暖

かいですが、じっとしているとだんだん寒くなってくるの

で、ときどき移動しました。この調査を2～3回行いまし

たが残念ながら巣立ちヒナは現れませんでした。でも、夜

の繁殖地は昼間とはまったく違う姿を見せていました。ウ

ミスズメの声が崖や海上からはっきりと聞こえ、海岸沿い

の薮からもりトウが出入りをし、ウミネコの声も聞こえま

した。海と陸を行き来するウミスズメの羽音も聞こえまし

た。ここよりさらに先の歩いて行ける限りの場所まで行っ

てみましたが、どこでもウミスズメの鳴き声は聞こえまし

た。「これだけ鳴いていればたくさん繁殖しているに違い

ない。来年こそはウミスズメの巣立ちヒナを見つけるぞ！」

夜間海上調査

2010年に日本鳥学会で天売島のウミガラスについて発

表した時に、ウミスズメの近縁のカンムリウミスズメの調

査を行っている『カンムリウミスズメ個体数調査チーム』

の人に出会いました。彼女らの調査地は過去に『ダーウィ

ンが来た』という番組で放送されていた宮崎県の枇榔島で、

番組では巣立ちヒナが海へ旅立つ様子が撮影されていまし

た。天元島のウミスズメの調査で行き詰まっていることを

話すと、驚いたことに枇榔島で夜の海上で個体数を数えよ

うとしていることがわかりました。「えっ、夜の陸だけで

なく、海にもいるの？」。夜の海にウミスズメが集まってい

て、それを数えることができるなどこれまで考えもしませ

んでした。しかも、捕獲することもできるそうです。捕獲

して成鳥の抱卵斑を見つけ繁殖個体であることを確認でき

れば、崖にある巣やヒナを見つけなくても繁殖していると

判断できます。「でも、夜の海に船を出してくれる1人がい

るだろうか？また、その費用をどうすればよいのか」。枇

榔烏の場合はカンムリウミスズメ個体数調査チームという

任意団体が助成金を申請して、そのお金で調査を行ってい

るそうです。幸いにして、海鳥センターにも『北海道海鳥

センター友の会』という任意団体があり、これまで多くの

実績があり、調べてみると過去にも助成金を獲得したこと

もありました。それなら、友の会から助成金を申請してみ

よう。残りは船です。天売島ではいつもウミガラスの調査

で船を出してくれている船長がいるので、頼んでみました。

「普通、夜に船を出すやつはいね－ぞ」。船長は言いました。

夜に船を出すためには、航海灯が必要です。ただ、その航

海灯さえつければ、夜間航行の許可は簡単に下りるそうで

す。こうして、助成金には船の航海灯設置費も盛り込まれ

ました。そして、2012年にセブンイレブン記念財団から

助成金が下りました。助成金が出たからには、調査を実現

しなければなりません。はたして、うまく行くでしょうか？

枇榔島でカンムリウミスズメの調査

天売島で夜間海上調査を行う前の2012年の春に、「カ

ンムリウミスズメ個体数調査チーム」より枇榔島でカンム

リウミスズメの調査をやるから参加しませんか？との誘い

カンムリウミスズメ（宮臆県枇榔島）

を受けました。枇榔烏はカンムリウミスズメの世界最大の

繁殖地で、調査や巣の様子をぜひ知っておきたかったので、

願ってもない話でした。枇榔島は天売島よりもずっと南に

あるため、繁殖期が3～4月で天売島の時期と重なること

はありません。やることは巣の調査と夜間海上個体数調査、

陸上と海上における成鳥の捕獲でした。4泊5日の日程で

したが、波が悪く船を出せない目が続き、近くの門川町の

宿に待機していました。4日目に波が少しおさまりようや

く日中に枇榔島に渡れました。枇榔島の繁殖地は崖だけで

なく、人が行ける場所にも巣がたくさんありました。ただ、

実際に巣を見つけるのは難しくなかなか発見することがで

きませんでした。計画では島でキャンプをし、夜に帰巣し

てきた個体を捕獲計測・足環装着する作業がありましたが、

なかなか島に渡れなかったため、夜は海上の個体数調査の

みとなりました。船は夜の20：30頃に門川の港を出ました。

30分くらい夜の海を走り、枇榔島の沖に到着すると21：00

から1時間ごとに枇榔島のまわりを1周し、ライトで海上

を照らしながらカンムリウミスズメを数えました。調査は

20分くらいで終わるので、あとの40分は船で待機してい

ることになります。この夜は波があったので、静止した船

の上で待つのは船酔いに強い僕でもつらく、弱い人は甲板

に転がっていました。調査は結局2：00頃まで続きました。

このとき、ライトを使ってカンムリウミスズメを数えてい

たのが後に天売島に来ることになるアメリカ人のウミス

ズメ研究者であるデロー・ウイットワース氏（以下、本

文では敬称を省略して「デロー」といいます）でした。

夜の海上調査　（2012年）

天売島のウミスズメはいつ頃たくさんいるのだろうか？

とりあえず抱卵期の4月下旬から調査を開始することにし

ました。しかし、4月の天売の海は荒れた日が多く、ウミ

スズメの調査に向く凪の夜はほとんどありません。その中

で1日だけ凪の夜があったので、調査してみました。その

夜は濃い霧がかかっていましたが、日中にGPSを使って航

路を設定してあったので、迷うことはないと思っていまし

た。しかし、船が港から出港してすぐにライトが霧に反射

して遠くまで届かないことに気づきました。それでもとり
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夜の海上でライトを使ってウミスズメを探す

あえず行けるところまで行ってみることにしました。船の

位置はGPSで確認できるが、船長は船の向きを目視で確認

していました。次第に集落の街灯が見えなくなってから船

長は向きがわからなくなり、船がぐるぐる回り始めました。

このGPSには方位計もついていましたが、船長は「反応が

遅い」と言っていました。これでは調査どころではなく、

船はどうにか港にたどり着きました。5月のある夜には他

の仕事で疲れていた船長に無理にお願いしたので、船が暴

走し、一緒に乗っていた調査員が「もう船に乗らない」と

怒って帰ってしまいました。「危険を冒してまで調査を続

けるべきではない・‥」。もう調査をやめようか迷いま

した。でも助成金をもらっていたので「できる範囲のこと

をしよう」と考え直しました。幸い船長はその後、暴走す

ることはなくなったので、調査を続けることができました。

しかし、この調査には最低2人必要で、調査ができるかは

その日の夜になってみないとわかりません。せいぜい目処

がつくのが前日くらい。そうなるとあらかじめ「この日手

伝ってください」と頼むのが無理で、前日にあちこちに電

話をかけ「明日はどうですか？」と手伝ってくれる人を探

すことになりました。はじめは天売海鳥研究室の学生に手

伝ってもらう予定でしたが、暴走の件もあったため、指導

している先生からは「学生は乗せられない」と断られてい

夜の海上に浮かぶウミスズメと捕獲用網
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ました。それで羽幌から手伝いにきてもらいましたが、ど

うしても人がいないときは、天売島に向かうフェリーの中

で鳥の観察に来た人に声をかけたこともありました。手

伝ってもらっているので、港への送迎、海鳥繁殖地の案内、

調査方法を教えたりと調査の準備以外にも大変でした。で

も、苦労した甲斐があって、5月には数が少なかったもの

の6月になると夜の海上に多くのウミスズメが現れました。

300mと600m沖の2つの航路の結果を足すと最大で200

羽くらいでした。天元島のこれまで繁殖記録がある場所よ

りも、他の場所でたくさんのウミスズメがいて、海鳥繁殖

地の全域で繁殖しているらしいことがわかりました。個体

数調査時には船長は船をGPSの線に沿って船を動かすだけ

なのでつまらなそうにしていましたが、捕獲の時は船長の

操船術の見せ所で、楽しかったらしくいつもよりも夜遅く

まで付き合ってくれました。

巣立ちヒナの確認

同時にもう一つやらなければならないことがありました。

巣立ちヒナの確認、つまり繁殖確認です。夜の海にたくさん

ウミスズメがいるときは、きっとヒナも巣立っているに違い

ありません。夜の海上捕獲が終わった23：30くらいから「こ

こでがんばらかナればならない」と2011年にヒナを発見

できなかった調査地に向かいました。これまでは1～2時

間滞在して夜中に帰ってきていましたが、帰るとかえっ

て無事に帰って来るか周りの人に心配をかけていました。

「いっそのこと泊まってくれば心配かけることもない」。

思い切って泊まることにしました。泊まるといってもやわ

らかな革があるわけでなく、下は大岩が転がるごろごろと

した岩場です。その中から寝っ転がるのにちょうどよさそ

うな岩をみつけ、暖かい格好をするだけです。落石が怖い

ので安全そうな場所を選びましたが、落石の音がする度に

飛び起きていました。岩陰で寝ていると海岸にいる親鳥の

声が騒がしくなってきました。しばらくすると崖の上から

これまで聞いていた成鳥の声ではなく、もっと弱々しい声

が聞こえました。「これはヒナに違いない」。すぐに飛び起

きてあたりを探しました。その声は崖からだんだん下り

て来ます。すると、岩陰に小さく動くものがありました。

ウミスズメの巣立ちヒナ

－5－
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「やった巣立ちヒナだ！」。ついに見つけました。ヒナは

手のひらに乗るほど小さく、ハシブトガラのような色合い

をしていました。海では親鳥が待ってました。こうして

2012年に天売島で久々にウミスズメの繁殖確認をするこ

とができました。

再び枇榔島へ（2013年）

2013年も4月のはじめに再び枇榔島に行くことになり

ました。2012年に枇榔島でカンムリウミスズメの夜の繁

殖地の調査に参加できなかったので、夜に巣に戻って来る

様子を見るためにこの年はぜひ参加したいと思っていまし

た。波の状態は良くありませんでしたが、3日目にして枇

榔島に渡ることができました。枇榔島では島の頂上にある

灯台のたもとでテントを張り、日中に巣探しをしました。

天元島で巣を見つける練習のために真剣に探しました。夜

になるとテントの周りはカンムリウミスズメの鳴き声でう

るさいくらいでした。繁殖地に行って座って待っていると、

突然木の梢からバサバサと音がして、梢からカンムリウミ

スズメが落ちてきました。抱卵斑の確認、足環の装着や各

計測をするために降ってきたカンムリウミスズメが巣に入

る前に捕獲するのが僕の役割でした。さすが世界最大の繁

殖地だけあって次々と下りて来ました。ここにはネコのよ

うな鳴き声のオオミズナギドリも繁殖していました。

巣の発見と抱卵斑の確認（2013年）

2012年は海上で個体数を数え、巣立ちヒナを確認する

ことができました。でも、まだ巣を見つけていません。そ

んなとき枇榔島でカンムリウミスズメの調査をしていたデ

ローが調査の合間に天元鳥にも来てくれることになりまし

た。デローが来たのは個体数調査をするにはまだ早い5月

はじめでした。こうしてデローと巣を探すことになりまし

た。なかなか見つからないので、巣がありそうな場所を見

つけ、夜に帰巣するのを待っていました。この夜は5月の

巣を探すデロー・ウィットワース氏

はじめだというのにとても寒く1℃くらいしかありません

でした。30分も待っていると耐えきれないほど足が冷た

くなってきました。するとバサバサっとウミスズメらしい

鳥が崖に着地する音がしました。「ここに巣があるに違い

ない」。次の日の日中に親鳥が着地したあたりで巣を探し

てみました。すると、岩の隙間に背中を向けて座っている

ウミスズメを発見しました。「ついに巣を見つけたぞ！」。

天売島でウミスズメの巣が見つかったのも久しぶりです。

ただデローにとって5月はじめの天元烏は九州とは違って

寒かったらしく、「これはまるでアラスカじゃないか、今

度は5月ではなく6月に来たい」と言って帰ってしまいま

した。その後、この巣の様子を何度か見に行きましたが、

ある日親鳥がいなくなっていました。巣内には膵化した卵

殻が残されていました。どうにか卵殻を採取するとその手

前で卵をもう一つ発見しました。ウミスズメの卵は通常2

つですが、ヒナが醇化すると親鳥は2度と巣に戻って来

ることはないので、もう一つの卵は死卵と判断して採取し

ました。このほかにもあちこちで巣を探しましたが、巣を

発見したのはこの場所だけでした。繁殖地は危険な場所ば

かりなので、巣を探すよりも巣立ちヒナや海上で成鳥を捕

獲するほうが、安全で効率が良いと思います。

芸禦欒野′

巣の中で背中を向け抱卵中の親鳥

夜間海上調査（2013年）

2012年はウミスズメの数が多い最盛期がわかったので、

2013年はその時期に集中して調査を行うようにし、タモ

網を頑丈なものに交換しました。この年は天売海鳥研究室

の人や偶然天売島を訪れていた鳥類標識調査者の手伝いを

得られたこともあって、海上で効率よく成鳥を捕獲し、抱

卵斑を確認し、海上で親子を発見することができました。
一方で、調査を最盛期に集中させたにもかかわらず、調査

に適した日は少なく、調査時間が2時間程度と限られてい

たため、多くの個体がいる波や月の条件のよい夜に十分に

時間をかけて調査や捕獲をすることができませんでした。

デローが捕獲調査に参加（2014年）

2014年は十分な調査時間を得るために、これまで2時

間程度行っていた夜間調査を5～6時間の一晩中に延長す

－6－
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ることにしました。時間延長によって繰り返し広範囲にウ

ミスズメの調査を行うことができ、個体数調査の精度が高

まります。また、多くの個体の抱卵斑の有無を確認できる

ことから、より精度の高いつがい数の推定につながります。

これまでデローは他の調査のついでに天売島に来ても

らっていましたが、この年はアメリカから直接来てもらい

ました。彼はウミスズメ捕獲の第一人者で、これまで多く

の個体を捕獲してきた経験があります。これまで私たちは

船首に二人ウミスズメを探すライト持ちがいて、真ん中に

左右に一人ずつ網手がいる体制で捕まえていました。デ

ローの場合は網を持ったデローが船首にいて、その後ろか

らライトを照らす人の二人の体制でした。ただ、この年は

調査に適した波の良い夜が少なく、ウミスズメの嫌いな月

が出ていたので、調査や捕獲が思うように進みませんでし

た。また、ほかの仕事で忙しい船長は船の運転を頼む人を

見つけられず、十分に寝ることができなくなっていました。

条件が悪い中でも、デローは捕獲のこつや捕獲した成鳥の

扱い、巣立ちヒナの扱いに長けており、学ぶところがたく

さんありました。また、抱卵斑を見つけるのも早く正確で、

2013年は捕獲した3割程度の個体からしか抱卵斑を見つ

けられませんでしたが、デローは小さい抱卵斑も見逃さず

に6割程度見つけていました。また、なによりもデローが

いてくれたことによりこれまで一人で行っていた海岸の巣

立ちヒナの調査などに二人で行くことができ、大変心強く

なりました。危険でつらい夜中の調査に喜んで付き合って

くれる人はなかなかいません。また夜間海上調査や捕獲は

デローと自分と船長がいればできるので、毎回手伝ってく

れる人を探す手間もなくなりました。ただ調査が十分にで

きなかったので、デローが帰ってからも調査を続けました。

その結果、これまで少ないと思っていた6月の後半にもウ

ミスズメが月の条件によってはたくさんいることがわかり

ました。

捕獲したウミスズメと足環（右足）

北海道野鳥だより　第178号（2014）

今後のウミスズメ対策に向けて

ウミスズメは環境省のレッドデータブックで絶滅危惧種

I a類に分類されているにもかかわらず、保護対策がなに

もされていません。それどころか調査もされていなくて、

個体数や繁殖数などの基本的な情報がわかっていませんで

した。天売海鳥研究室でも前述のように調査の難しさと危

険性から研究対象にしていませんでした。同じく天売島の

みで繁殖するウミガラスには保護増殖事業が行われている

のに、ウミスズメにはなにも行われない理由はどこにある

のでしょうか？その理由は、減少要因ややるべき対策が

はっきりしているウミガラスとは異なり、ウミスズメは個

体群の規模や減少要因や対策に関する基本的な情報がない

からです。この状況を打開しなければならないと手探りで

始めたのがこの調査でした。ここ数年の調査からウミスズ

メの繁殖個体群の規模がだんだん明らかになってきました。

その数はウミガラスよりも多く、夜の鳴き声が聞こえる範

囲からケイマプリよりも多い可能性があります。一方で、

最近天売島でネコ対策が始まりましたが、ネコによってウ

トウやウミネコだけではなくウミスズメの繁殖に影響を与

えている可能性が高いことがわかってきました。ウミスズ

メのヒナが巣立ちの際に崖から下りてくる海岸にネコが彿

掴していたのです。餌もない夜中の海岸でネコはなにをし

ていたのでしょう？そこに偶然ウミスズメのヒナが崖から

下り、ネコに食べられてしまう光景は想像に難くありませ

ん。私たちは今後もウミスズメの繁殖状況の調査を続けな

がら、ウミスズメの個体群の情報を明らかにすることによ

り、ウミスズメが種の保存法の『国内希少野生動植物種』

に指定され、法的に保護され、保全対策が行われるように

なる環境を整えることを目指したいと思います。また、天

売島の調査で得られた知見を他のウミスズメの潜在的な繁

殖地の調査に生かしたいと思います。

－7－
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ほぴすけの烏撮り日記 ��
一亜種シベリアツメナガセキレイの観察など－ ��

札幌市立北辰中学校　2年　池　上 �4��

僕は自然豊かな街で育って、海や川や山などで自由に遊

んでいました。常に自然に触れ合っていましたが、小学校

5年になるときに札幌へ引越ししました。都心部に住み、

自然が少なく正直つまらなかったです。それに気づいてく

れた母が、日本野鳥の会の初心者探鳥会に誘ってくれ、参

加したのが初めての野鳥観察でした。とても楽しくて、そ

れからはまってしまいました。観察していると、鳥たちは

様々な仕草を見せてくれます。伸びや頭かき、時には大あ

くび、本当に可愛くて、野鳥観察の楽しみになっています。

また、様々な方の上手な写真を見て、自分も写真が撮り

たくなり5年の冬からコンパクトデジカメで撮り始めまし

た。さらに、6年生の10月から「ほぴすけの鳥撮り日記」

（http：仙opISukebird．blog．fc2．com／）というブログを開始しま

した（ブログ上では、氏名や年齢を公開しておりませんの

でよろしくお願いします）。なぜブログをやりたかった

かというと、野鳥観察をしていく上で、他の方との交流を

楽しみたいと思ったからです。ブログを始めると、写真の

質を向上させたいと思うようになりましたが、コンパクト

デジカメではどうしても飛翔写真などがうまく撮れません

でした。中学校に入るときに、お年玉などの貯金を使って

念願の、一眼レフカメラと300mmの望遠レンズを手に入

れました。使い慣れるのには時間がかかって、今も苦戦し

ていますが、構図や振り方に工夫をして写真を楽しんでい

ます。また、春の渡りの時期は早朝、学校へ行く前にマイ

フィールドに通っています。

観察していて、天気の悪い日に海辺へ出かけると、たま

にいいことがあることに気づきました。例えば、人が少な

いので鳥にとっても安心なのか、警戒心を解いてくれて、

向こう側からわざわざ近づいてくれることがあります。さ

らに、避難していたり迷ってきている鳥がいることがあり

、●1√

●　　　　　　　　l

1主

幹き

く

ます。今年の5月18日には亜種シベリアツメナガセキレ

イを確認しました。その時は大雨と強風の悪天候でしたが、

石狩市の八幡干潟を何か来ていないだろうかと思いながら

車で走っていました。13時20分頃に干潟の近くに車をと

めてもらうと、ちょうど、「ジュピッ」という鳴き声とと

もに3羽のツメナガセキレイの群れが近くに舞い降りまし

た。仝個体を見ていくうちに、1羽違う個体を見つけました。

頭部が黒っぼく、白い眉斑があったので、亜種マミジロ

ツメナガセキレイかと思いました。いい具合の場所で休憩

しようとして、降りたのでしょう。13時20分から21分の

1分間ほど、じっとしてから3羽とも飛んでいきました。

そのあと探しましたが、亜種ソメナガセキレイが、一瞬飛

んだのを見ただけでした。その段階では正確に亜種を識別

できなかったので、家に帰ってすぐに調べました。亜種シ

ベリアツメナガセキレイの可能性が高いと思ったときは本

当に感動でした。確認がとりたくて愛護会の樋口孝城さん

にお尋ねしたところ北海道大学の先崎理之さんを紹介され

て識別をお願いしました。結果は、亜種シベリアツメナガ

セキレイ（おそらく第一回夏羽）で良いだろうということ

でした。渡りの途中のたった1分という瞬間に出会えたの

は、本当にラッキーだったと思います。このような予期せ

ぬ珍鳥との出会いというのがたまにあります。周りの情報

を聞いて、その場所に駆けつけるのもいいですが、自分で

）

亜種シベリアツメナガセキレイ　2014．5．18　石狩市
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見つけることが出来るととても達成感があります。

また、同日に石狩湾新港東埠頭でオジロワシ幼鳥を観察

しました。近くにいたカモメが一斉に飛び立ったので、猛

禽か！と思い、周りを見回すと、案の定オジロワシが上空

を飛んでいました。この日は、オオセグロカモメを襲う

シーンを見ることができました。近距離だったので、とて

も迫力がありました。カモメは海へ飛び込み、ワシは何度

か捕まえようとしましたが、結局カラスにモビングされて

去っていきました。このような感じで、野生生物としての

自然の姿も見ることができました。雨の日は、海辺で観察

をしてみるのも、ひとつの「手」ではないでしょうか。

北海道野鳥だより　第178号（2014）

アオバト　2014．6．28　遠別町

なかなかうまく撮れませんが、その中でいいものが撮れる

と嬉しいです。一緒に観察されている方々が撮られている

画像が、自分にとっては刺激的で、もっとうまく撮りたい

という思いが募ります。また、シーズンが限られているの

で、また来年頑張ろうという気持ちになります。

春秋の渡り（4月から5月中旬、9月中旬から10月中旬）

では、宮島沼が楽しいです。季節や日によって夕焼けや月

などの風景が違い、次に行く時の楽しみがあります。沼で

は毎年、カリガネやシジュウカラガン、標識のついたマガ

ンが何羽か飛来しています。春はハクチョウの群れに亜種

アメリカコハクチョウが混ざっているかもしれません。多

数のマガンやハクチョウの中から見つけ出すのは、大変で

すが見つけた時は嬉しいです。

シマアオジ　2013．7．13　豊富町

野鳥観察には、季節ごとの楽しみというものがあります。

6月から7月中旬は、シマアオジ。自分自身、元々サロペ

ソ原野の近くに住んでいて、転校する前まで、何回か訪れ

ていました。そのときは、野鳥観察にまだ興味を持ってい

なかったので、シマアオジが絶滅に瀕していることも、

まったく知らなかったです。親に尋ねると、10年ほど前

には、通過途中に庭に普通に来ていたそうです。サロペソ

湿原センター周辺の湿地では一昨年はおそらく5羽ほど、

昨年は4羽ほど、今年も4羽ほどが飛来していたようです。

このままいくと、大人になる前に原野に姿を見せなくなっ

てしまうかもしれません。そう思って、毎年通っています。

楽しみはさえずりを聞くことです。「フィーヒョーヒョー

チヨチヨ」というさえずりは、透き通る声で、朝を一層爽

やかなものにしてくれます。また鳴き声を聞いて、スコー

プで遠くにさえずる姿を見つけ出すのも面白いです。近く

に来てくれた時は、待っていた達成感があります。

5月から9月末は、アオバトの海水を飲むシーン。朝の

6時頃から10時頃、夕方の15時頃から17時頃が見ごろです。

朝日や夕日が当たると、体の縁、目・クチバシの青、オス

は翼の赤がとても輝いて見えます。何十羽もの群れが頭上

を飛び、舞い降りるところも感動的です。

9月から11月初旬は、室蘭のタカの渡り。撮影が難しく、

1■i■応」＼

ハイタカ　2013．10．27　室蘭市

野鳥観察に没頭するのもいいですが、まだ中学生なので、

勉強との両立も大切です。しかも来年は受験生です。ここ

まで頻繁に出かけられるのも、今のうちだと思っています。

よく、色々な方に、アドバイスを頂いて、参考にしていま

す。平日はたくさん勉強し野鳥観察はそのリフレッシュ、

というスタイルにして頑張ろうと思っています。

フィールドでは愛護会や野鳥の会の方々をはじめ、様々

な人のお世話になっています。観察のマナーや識別もフィー

ルドでたくさん教えていただきました。またフィールドで、

特にシギの観察の時には野鳥愛護会の方々にはいろいろ

なことを教えていただいています。この場をお借りしてお

礼を申し上げます。鳥を好きになるきっかけを作ってくれ

た母、あちこちに連れて行ってくれる両親にも感謝してい

ます。
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シルバ通信④

ウシタカ類保全至上主義の是非
－ワシタカ類の保全は他の生物の保全に役立つか？一

北海道大学農学院　森林生態系管理学講座　先　崎　理　之

ワシタカ類と言えば、皆さんはどのようなイメージを抱

くでしょうか？かっこいい、たくましい、孤高といった魅

力的なイメージを持つ方が多いのではないでしょうか？ワ

シタカ類は、鳥類の中でも特に人気がある種類と言っても

良いでしょう。ご存じのように、北海道には様々な環境に

たくさんの種類のワシタカ類が生息しています。深山では

クマタカ、ハチクマ、ノスリ、ツミが、平地ではオオタカ、

ハイタカ、チョウゲンボウが、湿地ではチュウヒが、海岸

ではオジロワシ、ミサゴ、ハヤブサが、都市ではチゴハヤ

ブサが繁殖しています。冬になると、オオワシ、ハイイロ

チュウヒ、ケアシノスリ、コチョウゲンボウ、シロハヤブ

サがやってきます。渡り期にはカタシロワシ、クロハゲワ

シ、マダラチュウヒ、アカアシチョウゲンボウの記録も有

ります。皆さんの中にも、四季を通して様々なワシタカ類

の観察を楽しんでいらっしゃる方がたくさんいるはずです。

さて、そんなワシタカ類ですが、生態系の頂点に君臨し、

環境汚染に弱いこと、希少性が高いことから、豊かな生態

系、豊かな生物多様性の象徴として積極的に保全されてき

ました。ワシタカ類の生息地を守れば、そのワシタカ類と

同じ生息環境に棲む多くの生物も一緒に守れるだろうとい

う訳です。この理論に基づけば、例えば、クマタカの生息

地の保全は森林性の鳥類、晴乳類、草本類といった多くの

生物の保全にも繋がることが期待できるでしょう。実際、

日本でも公共事業の際にはワシタカ類に重きを置いた環境

調査が行われていますが、その背景には、ワシタカ類自体

の希少性に加えて、こういった前提があることは否めませ

ん。ところが、驚くべきことに、国内で実際にこの前提が

正しいかどうかを調べた例はこれまでほとんどありません

でした。

写真1．サンカノコイ　チュウヒの生息地で見られる

希少種のひとつ
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そこで私は、ワシタカ類の生息地の保全が他の生物の保

全に役立つのかということを、勇払原野を中心とする胆

振～日高地方に広がる湿地帯で調べました。調査対象のワ

シタカ類には、希少性が高く、湿地の代表的な高次捕食者

であるチュウヒを選びました。まず、勇払原野内のチュウ

ヒの繁殖状況を調べました。チュウヒは人圧に敏感なタカ

なので観察には細心の注意を払いました。そして、この調

査の後に、チュウヒが繁殖する湿地としない湿地を16か

所ずつ選び、湿地性鳥類（コヨシキリ、サンカノゴィ、ク

イナなど13種）、湿地性小型哨乳類（ハントウアカネズミ、

ミカドネズミなど6種）、湿地性草本類（ヨシ、スゲ類、

イグサ類など186種）の種数と個体数を調べました（草本

類は種数のみ）。もし、チュウヒのいる湿地の方が、湿地

性鳥類、哺乳類、草本類の種数と個体数が多ければ、チュ

ウヒの保全が他の湿地性生物の保全につながるということ

が示せそうです。

その結果、湿地性鳥類の種数および個体数はチュウヒの

繁殖する湿地で有意に多いことがわかりました（図1）。

具体的には、チュウヒのいる湿地では、サンカノゴイ（写

真1）、ヒメクイナ、クイナといった希少な湿地性鳥類が

生息していることが多く、コヨシキリ、シマセンこュウ（写

真2）、オオジュリンといった普通種の個体数も多いこと

がわかりました。このことは、チュウヒの生息地を守れば、

他の湿地性鳥類の生息地も一緒に守ることが出来ることを

示しています。一方、湿地性小型哺乳類と湿地性草本の種

数と個体数は、チュウヒのいる湿地といない湿地で有意な

差があるとは言えないことがわかりました（図1）。特に、

草本の希少種の中には、チュウヒのいない湿地だけに生息

している種類も有りました。これらのことは、湿地性の小

写真2．子育て中のシマセン二ュウ　スゲやヨシの湿地の優占種
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図1■チュウヒの生息俳生息と湿地性鳥類＼葺本類、小型晴乳類の種数・個体数の関係。

草本については、3つの群落を対象に、積数のみを調べた。

型哺乳類や草本の保全には、チュウヒの生息地の保全だけ

では不十分であることを示すでしょう。

ところで、なぜチュウヒの生息地では湿地性鳥類の種数

と個体数だけが多く、晴乳類と草本のそれらは多くなかっ

たのでしょうか？その理由としては、チュウヒとそれぞれ

の分類群の天敵の共通性や生息地に求める条件が鍵を撞っ

ていそうです。まず、チュウヒとその他の湿地性鳥類では、

共通の天敵（キツネなど）を持ちます。また、チュウヒと

その他の湿地性鳥類では、湿地の内部構造の複雑さ、地下

水位、餌の量、湿地面積といった生息地に求める条件のう

ちのいくつかが似ている可能性があります。チュウヒとそ

の他の湿地性鳥類は、天敵の襲来を受けにくく、かつ生息

に必要な資源が十分にある湿地を好んでいたために、この

ような結果になったのかもしれません。一方、チュウヒと

′ト型哺乳類、草本類では、生息地に求める条件は幾分違っ

てくるように思われます。小型哺乳類や草本類の種数・個

体数が、チュウヒの生息と関係がなかったのはこのためか

もしれません。

実は、本研究結果と同じように、ワシタカ類が様々な生

き物が棲める優れた環境に生息するわけではないというこ

とは、世界的な常識になりつつあります。中には、ワシタ

カ類の生息と、同じ環境を好む鳥類の種数や個体数が無関

係であったとする論文すら存在します。一方、ワシタカ類

をはじめとした大型で希少な高次捕食者は、人気が高く、

世間の環境や生物の保全への関心を高めたり、保全への投

資を促進するといった優れた性質があることが知られてい

ます。生物多様性の保全を進める側は、なんでも「ワシタ

カ類を保全すれば良い」という姿勢ではなくて、ワシタカ

類保全のこうした利点。欠点を認識しながら、他の生物の

保全も最大限進むように、場合に応じてワシタカ類を生物

多様性保全に利用していくのが良いのかもしれません。そ

うすれば、ワシタカ類の生息と生物多様性の関係が薄い場

面や状況でも、そのアピールカにより、ワシタカ類の保全

が多くの生物の保全の促進に役立つかもしれません。多く

の生物が減少し、絶滅の危機にさらされている昨今、国内

のワシタカ類保全至上主義の場においても、ワシタカ類の

保全を如何にして全体的な生物多様性保全につなげるのか、

といった議論をもっと進めていく必要があるのではないで

しょうか。
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道路を渡るカワアイサ　　　　　　　クルミを運ぶ工ゾリス

音更の森に生きるエゾリスとカワアイサたちの物語
JPS（日本写真家協会）会員　自然写真家　矢　部　志　朗

十勝平野は日高山脈、東大雪の山々に囲まれた広大な地

域で、国内でも有数の穀倉地帯です。

明治16年（1883年）に依田勉三らが率いる晩成社の移

民団が十勝に入植、ヒグマやエゾシカが走り回る、うっそ

うとした原始の森を切り開いたと言われています。

開発が進んだ現在でも、そんな開拓時代を彷彿させる小

さな森が市街地の中に取り残されています。まるで荒涼と

した砂漠に点在する「オアシス」のように、多くの野鳥や

小動物に格好の生息環境を提供しています。私がエゾリス

や野鳥の観察を続ける「音更神社」がまさにそのオアシス

的な森といえます。自宅から2kmほど、わずか200m四

方の小さな森です。

この森は大変植生の豊かな森で、多くの樹木が混生して

います。特に、ミズナラ、カシワ、オニグルミ、チョウセ

ンゴヨウなど、境内には数百年は経たと思われる巨木が数

多く残り屈強な根を張り大地を掴みこんでいます。

木々が芽吹く頃エゾリスたちの子育ての季節が始まりま

す。ミズナラの葉が巣立ちを終えた子リスたちには絶好の

離乳食となります。大きくなるにつれて硬いクルミや松の

実を食べますが、時には、トンボやセミなどの動物性の食

べ物を、バランスよく体に取り入れている健康志向でもあ

ります。

エゾリスの巣の多くは樹齢数百年は経たと思われる樹洞

が使われますが、しかし、境内の森では多くの鳥類たちも

樹洞を利用するため、例年のように繁殖時期には職烈な巣

の争奪戦が始まります。

特に、境内に3組程営巣するカワアイサにとっては、自

らの遺伝子を残すための貴重な子育ての場となるため、事

前の偵察から繁殖に適した樹洞の確保まで、多くの障害を

乗り越えなければなりません。

カワアイサは水鳥の仲間でマガモほどの大きさがあり、

まだまだ生態のわからない水鳥とも言われています。特に、

この水鳥はオシドリと同じように、樹洞の中に産卵し子育

てします。そのため大きな樹洞が必要となるわけです。境

内にはそのような樹洞が十数個あり、エゾリスからカワア

イサ、エゾモモンガ、ハリオアマツバメなどが交互に使用

しており、その競争率は高くそれぞれが懸命に、境内の森

でつばぜり合いをしているわけです。

また、カワアイサは多くの卵を産み育てることで知られ

ていますが、境内の森では最大で15羽もの雛を育てた事

例もあります、本当に多産系の水鳥と言えるのです。カワ

アイサの雛の巣立ちは高さ8m近い樹洞から行われます、

飛べない羽をばたつかせて、ボトボトと連続して地上に落

ちてくるからその様子はまさに壮観なのです。

下で待ち受ける母鳥は周囲を警戒しながら、雛たちを境

内近くの音更町役場の池まで整列して導く、まさに母は強

しと実感させられる光景と言えます。

そして、数日後には1．5kmほど離れた音更川本流まで移

動させるのですが、これがまた大変な作業で上手くいかな

ければ自らの遺伝子を残すことが出来ない大変重要な行事

琶l彗一喜醇藍
イ」一・

池に入るカワアイサ　　　　　　　松かさの鱗片を剥ぐ工ゾリス　　　　　　　　エゾヤチネズミ
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雪虫 イチイの実に集まるアリ 工ゾモモンガ
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）

と言えます。

国道や、町道を何本か横断しなければならず、時には警

察官の支援を頂きながらの大行進となることもあります。

音更川本流では、例年だと十数羽のうち残るのは数羽とな

りますが、これも野生で生きる厳しい現実と言えるでしょう。

エゾリスが始めに使用した樹洞は、翌年カワアイサやハ

リオアマツバメなどが営巣することがあります、これも、

私個人的にはそれぞれの動物の生態的な特徴が、巧みな共

生関係で結ばれているのではないかと推測しています。

なぜかと言うと、大きな樹洞の木はそのほとんどが空洞

になっていますから、巣として使用するには一定の深さの

位置に落下しない巣材が射ナればならないと考えられるか

らです。

ですから、巣材運びをしっかり行うエゾリスが最初にそ

の樹洞を使い、翌年しっかり土台の出来たエゾリスの巣を

カワアイサが使うと考えられます。カワアイサを20年以

上観察していますが、まだ一度も巣材を運ぶ母鳥を見かけ

たことがないのもうなずけます。

秋も深まり、巣立ったカワアイサたちも渡りの季節を迎

えていることと思います。境内に多いイチイの赤い実に南

下途中のメジロの小さな群れが立ち寄り、カケスが境内の

ミズナラの巨木の下や大好物のドングリを食べています。

朽ちた木の下ではエゾヤチネズミが野草の茎をかじり、

ひょうきんな表情で私を見つめています。そろそろエゾフ

クロウたちもやって来るでしょう。

これから迎える季節の厳しさは、野鳥たちもエゾリスた

ちもしっかり認識しています。特に、冬眠しないエゾリス

たちはクルミやチョウセンゴヨウの実を毎日収穫して冬に

備えるのです。

それが、「貯食」と言う彼らにとって欠かせない行動な

のです。特にチョウセンゴヨウには直径1cm前後の種子が、

約90粒ほど松かさの中にギッシリと詰まっています。そ

エゾフクロウと工ゾリス

の実をエゾリスは全てその場で食べるわけではありません。

多くをしっかりと土の中や、木の股などに貯食して長く厳

しい冬を生き抜くのです。それが営々と続く知恵で、彼ら

の体の中に遺伝子として確実に残されているのです。

もちろん、土の中に忘れられた木の実は、春になり小さ

な森の一員としてデビューすることでしょう。森の木々が

葉を落とし、境内の林床に晩秋の光が差し込む頃、まるで、、

真綿のような衣装を纏った「雪虫」が舞い始め冬が近いこ

とを知らせてくれます。

ここで少し、私の写真集のお知らせになりますが今秋

9月19日に北海道新聞社より、「／J、さな森の物語　十勝・

鎮守の杜の動物たち」が出版され、現在道内の書店で販売

されています。

この写真集はまさに、音更神社境内に30年以上通い続

けた、－集大成ともいえる私の2冊目の写真集です。そんな

小さな物語を書店で手にとって頂ければ幸いです。

音更神社の森は、大自然が凝縮された空間です。

しかも、人と野生が隣り合って

生きているという貴重なせ界です。

この共存を

未来永劫守っていきtいと

願わずにはいられません。

～小さな森の物語　十勝・鎮守の杜の動物たちエピローグより～

プロフィール　音更町生まれ。北海道農政事務所

を退職後、小動物と森の共存をテーマに自然写真を

撮り続ける。2005年から2011年まで、北海道新聞十

勝版に何、さな森の物語」「トカプチ森紀行」を連載。

矢部写真事務所主宰。

樹上のカワアイサ　　　　　　　イチイの実を食べるメジロ
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石狩市にマナヅル
当別町　道　川　富美子

今秋、石狩市にマナヅル1羽が飛来しまし

た。成鳥と思われます。少なくとも2014年

9月24日から10月1日までの8日間、いし

かり調整池と周辺の畑地や水路を行き来し、

採餌したり休息したりしている姿が観察され

ました。その頃、いしかり調整池にはアオサ

ギ・ダイサギなどのサギ類が10～30羽程度

飛来していて、ハマシギ・トウネンなどのシ

ギ・チドリ類も少数見られていました。いし

かり調整池は石狩市北生振にある農業用貯水

池で、昨秋から本会の探鳥会が開催されてい

る場所です（＊1）。

マナヅルはシベリア南東部・モンゴル北東

部・中国東北部の湿原で繁殖し、中国江西省

ポーヤン湖や長江下流域・朝鮮半島・九州に

渡って越冬します（＊2）。

日本への飛来は鹿児島県出水市周辺にほぼ限られ、越冬

期間は10月中旬から3月中旬で、今回も通常の飛行ルー

トから外れてやってきたものでしょう。過去には、石狩管

内では2001年3月長都沼周辺（＊3）、2006年9，10月石

狩川八幡干潟（＊4）への飛来が記録されています。

今頃は、無事仲間と合流していることでしょう。

「

」

アカアシチョウゲンボウ雌第一回夏羽

（カラT写真はhttp：／／www．aigokai．org）に掲載

」

＼ヽ　〆

マナヅル　2014．9．25　いしかり調整池

＊1　本会ホームページ．探鳥地紹介

（http：〟www．aigokai．orgA）6gulde胆taoyafuru．htm）

＊2　青い星のツルたち－世界のツル・日本のツルー

北海道保健環境部自然保護課．1990年

＊3　佐藤幸典．マナヅル観察記録．

北海道野鳥だより第124号．2001年

＊4　石狩鳥類研究会．石狩管内野鳥年次記録

（http：〟www12．plala．or．jp／ishikarichoken／13nenji．pdf）

表紙の写真

6月のサロペソ原野オロロンライン側、

豊富町稚咲内の牧場道路を走っていた時

のことです。電線にチョウゲンボウがと

まっているのを見かけ同行していた知人

と撮影したのですが、何だかチョウゲン

ボウともコチョウゲンボウとも模様が違

つ　●‘●　○

手持ちの野鳥図鑑にもそれらしい鳥が

載っていないため、スマホで調べたとこ

ろアカアシチョウゲンボウだということ

がわかりました。何何もの図鑑を首っ引

きで調べずにすみ、しかも観察している

その場で珍鳥がわかるのですから、いや

はや技術の発展とはありがたいものです。

石田　卓也（札幌市西区）
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石狩川河口 
2014．8．24 

札幌市中央区　山室ゆかり 

鵡川河口 
2014．8．31 

白老町　鹿野内　裕子 

ヽ＿／

＼ヽ■■′′

豊平公園に置いてあった「ウオッチングガイド」でこ

の会を知り、野鳥の観察をしてみたいと考えていましたが、
一人での参加に不安があり、踏み切れずにいました。し

かし、今回の活動は海鳥の観察。公園や山にいる野鳥し

か見たことがない私にとっては、またとないチャンスです。

「どうしても見てみたい！」という強い気持ちが内気な

私を後押ししました。

当日はよい天気。胸はワクワクしているものの不安も

強く、おどおどしていた私に優しい声を掛けて下さった

愛護会の方々に感謝申し上げます。

海岸沿いに歩き出してまもなく、「あっ、あそこにい

る！」との声。慌てて双眼鏡を海に向けると、皆さんは

浜辺を観察中。「そういう場所を探すの？」と驚いたり感

心したり。それでもなかなか見つけられません。「波打ち

際の所ですよ」と教えていただき、ようやく発見できま

した。「海鳥は海で発見」と思いこんでいたので、巨から

ウロコでした。メダイチドリやトウネンの可愛らしさ、

カンムリカイツブリの美しさ、そしてソリハシシギやイ

ソシギの足の細さや長さに感激し通しでした。ミサゴが

私達の頭上を大きな魚を鷲づかみにし、飛び去る姿にも

庄倒されました。他にもたくさんの鳥を観察できたこと

に大きな喜びを感じています。

愛護会の皆様には名前を教えて頂いたり、スコープで

見せて頂いたりと何から何までお世話になりました。こ

れからは海や河口にも出掛けたり、探鳥会にも積極的に

参加したりしていきたいと思います。

【記録された鳥】カルガモ、カンムリカイツブリ、カワウ、

ウミウ、アオサギ、メダイチドリ、ソリハシシギ、イソ

シギ、トウネン、ウミネコ、オオセグロカモメ、ミサゴ、

トビ、オジロワシ、ハヤブサ、ハシブトガラス、ヒバリ、

ノピタキ、カワラヒワ、ホオアカ　　　　　　以上20種

【参加者】足助瑠美子、荒木良一、今村三枝子、岩井　茂、

臼田　正、内山英晋、大表順子、北山政人、栗林宏三、

／J、掘燈治、坂井伍一、潮見　諭、品川陸生、島田芳郎・

陽子、白澤昌彦、瀬川　睦、高橋きよ子、徳田恵美、戸

津高保、中正憲借、畑　正輔、早坂春夫、原　美保、樋

口孝城・陽子、松原寛直・敏子、丸島遺子、山室ゆかり、

山本和昭、横山加奈子、吉田慶子、渡会やよひ

以上34名

【担当幹事】栗林宏三、原　美保

風もなく、穏やかによく晴れた鵡川。絶好の探鳥会日

和となりました。初心者の私は普段、単独か2～3人で

鳥見に行っているので、今回のように大勢というのは初

めてでした。

鵡川右岸の河口へ続く草原の中の道を歩きます。私か

ら見ると「ただ草原が広がる風景」なだけなのに、皆さ

んは次々と野鳥を見つけ、あちこちから鳥の名前が聞こ

えてきます。ベテランの方々の視野の広いことには本当

に驚かされました。私もスコープを覗かせていただきま

した。そして野鳥の識別の仕方、例えば飛び方・歩き方・

餌の食べ方・飛ぶ時の鳴き声などを教えていただきました。

又、野鳥の繁殖についてのお話を聞き、遠くから見守る

ことの大切さを痛感しました。干潟にはアオアシシギ、

オグロシギ、タカブシギ、ハマシギなどがいました。こ

れらは私は初めて見たので、特に印象深かったです。ア

オアシシギの、曙を泥の中に入れたまま走る餌の取り方が、

なんともユーモラスでした。鳥合わせをしたら、なんと

30種類も！私一人だったら、半分も見つけていなかった

でしょう。今回初めての参加でしたが、会の皆さんがと

ても親身に接してくだきり、嬉しかったです。初めてお

会いした方々ですが、「野鳥」という共通点のおかげか、

以前から知っていたような、そんな気持ちになりました。

私は地元の保育園で保育士として働いています。子ど

も達の多くは、野鳥といえばスズメとカラスしか知りま

せん。遠足で動物園に行った時も、オオワシ、タンチョウ、

フクロウを見てもよくわからない様子でした。折を見て、

野鳥について話をしてみようと思っています。いつも園

の周りにいるスズメやカササギ、冬になればツグミ、も

うすぐⅤ字隊列で渡ってゆく姿が見えるハクチョウなど、

身近に見られる野鳥に少しずつでも興味を持ってくれた

ら‥・と思います。

【記録された鳥】コハクチョウ、マガモ、カルガモ、キ

ジバト、ウミウ、アオサギ、ダイサギ、メダイチドリ、

オグロシギ、アオアシシギ、タカブシギ、ソリハシシギ、

ハマシギ、オオセグロカモメ、ミサゴ、トビ、オジロワシ、

チュウヒ、オオタカ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、

ヒバリ、ショウドゥツバメ、コヨシキリ、ノピタキ、

ニュウナイスズメ、スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、

ホオアカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上30種

【参加者】大麦順子、小山内恵子、片見尚宏・怜子、門

村徳男、鹿野内和弘・なおみ・裕子、川東保憲・知子、

栗林宏三、小西峰夫・芙美枝、坂井伍一、品川陸生、島

田芳郎、清水朋子、鈴木恵子、竹内　正、竹内　強、中

正憲倍・弘子、中田勝義、野村　巌、蓮井　肇、畑　正輔、
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林　三浩、林　茂雄、原　美保、松原寛直・敏子、三井

茂、宮森俊治・美保子・泰、村田睦子、山下政俊・弘美、

山室ゆかり、書中宏太郎・久子、鷲田善幸　　以上42名

【担当幹事】門村徳男、畠田芳郎

野幌森林公園 
2014．9．7 

【記録された鳥】オシドリ、マガモ、カイツブリ、キジ

バト、トビ、コゲラ、アカゲラ、クマゲラ、カケス、ハ

シボソガラス、ハシブトガラス、ハシブトガラ、ヤマガラ、

ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、メジロ、ゴジュウカラ、

コサメピタキ、イカル、アオジ　　　　　　　以上21種

【参加者】秋山洋子、井上公雄、今村三枝子、後藤義民、

小西芙美枝、坂井伍一、清水朋子、鈴木恵子、高橋貞夫・

芳子、竹田芳範、辻　雅司、戸津高保、長野隆行、中

村　隆、畑　正輔、樋口孝城、広木朋子、三輪礼二郎、

山本育子、横山加奈子、吉田慶子　　　　　　以上22名

【担当幹事】辻　雅司、横山加奈子

い　しか　り　調整一池 

2014．9．14 

江別市　高橋　貞夫 

定年を機に、野幌森林公園が自宅から近いこともあり、

散歩がてらに植物の観察や野鳥観察を初めて2年半あま

りになります。ようやく、山野にいる鳥の名前を少しず

つ覚えて来たところです。

天候も朝から晴れ、絶好の探鳥会日和。「いしかり調整

池」探鳥会は、今回初めて参加の場所であり、どんな鳥に

あえるのか楽しみに夫婦で参加しました。自宅から車で

出発、野鳥愛護会の地図を確認しながら集合時間の30分

前に無事目的地へ到着。

すでに大勢の参加者が来ていたのには少し驚きながらも、

調整池の中を覗きみるとアオサギとダイサギ数羽の姿を

確認。アオサギは野幌森林公園の大沢池や河川でよく見

かけるのですが、ダイサギを真近に見ることが無かった

ので感激。調整池に仔むアオサギ、ダイサギが晴天の空

を背景に水辺に写る姿は、心を和ます風景でした。

いしかり調整池は、塩分濃度に左右されない安定した

かんがい用水を確保するための貯留施設として、平成13

年度に施設され現在に至っているとの説明（調整池の形

状は、短辺長334．2m、長辺長454．2m、仝周長1，576．8m、

壁高H＝4．2m）。春と秋に、渡り鳥がここに飛来するよう

になったとの事。

9時30分、集合の合図で探鳥会がスタート。周囲約

1．5kmの調整池を約1時間半から2時間かけて右側から

回り、野鳥観察。開始早々、トウネンが数羽右側手前に

いるとの情報があり、双眼鏡で見るも中々その姿を見つ

けられず近くまで移動、ようやく干潟の中をちょろちょ

ろ歩き回るトウネン3羽を発見。想像したよりも小さく、

とてもかわいい。そうこうしている内に、西の空にコガ

モの群れが大旋回を始め一同暫し注目。近くに水場があり、

そこから飛立ったらしい。

調整池の中ほどで、アオサギ・ダイサギ（中にチュウ

サギもいたらしい）数羽が静止したり、餌を探したりし

ている姿を肉眼で見る事ができました。対壁にいるシギ

類は、双眼鏡では中々見つけられなかったのですが、愛

護会の方のスコープでコアオアシシギやタカブシギ、ヒ

バリシギを見せていただきました。カワセミは、残念な

がら発見できず！

水辺の鳥を見る機会が余りない中、今回の探鳥会で数

種類のシギの名前と姿を確認し、覚える事ができました。

シギ類の数は少なかったですが、愛護会の皆さんに色々

教えていただき、楽しい時間を過ごす事に感謝です。有

難うございました。

タイサギ　2014．9．14　撮影　高橋貞夫

【記録された烏】コガモ、キジバト、カワウ、アオサギ、

ダイサギ、チュウサギ、オグロシギ、コアオアシシギ、

タカブシギ、トウネン、ヒバリシギ、トビ、カワセミ、

ハヤブサ、モズ、ハシブトガラス、スズメ、ハクセキレイ、

カワラヒワ　　　　　　　　　　　　　　　　　以上19種

【参加者】青山和正、阿部真美、荒木良一、五十嵐加代子、

井上公雄、今村三枝子、上村淳子・優貴乃、大坪和憲・

ミヤ子、小畠俊幸・博子、鹿野内裕子、栗林宏三、小林

誠、坂井伍一、佐賀俊三・テエ子、島田芳郎・陽子、

清水朋子、高橋きよ子、高橋貞夫・芳子、竹内　強・麟

太郎、武田規子、立田節子、田中　陽・雅子、辻　雅司、

徳田恵美、戸津高保、中正憲倍・弘子、中村　隆、野田

貴代子、蓮井　肇、畑　正輔、浜野チヱ子、原　美保、

樋口孝城・陽子、本間康裕、松尾幸雄、松原寛直・敏子、

村田睦子、HJ室ゆかり、山本和昭、横山加奈子、吉田慶

子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上52名

【担当幹事】中正憲倍、樋口孝城
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宮　　島　　沼 

2014．10．5 

幕別町　域石　一徹 
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10月5日に宮島沼にて行われた探鳥会に参加させて頂

きました。北海道で生まれてこの方23年になりますが、

宮島沼を訪れたことが無い上、私事ではありますが、次

年度から北海道を離れる事となり、一度はマガンの壮大

な嘩立ちを目に焼き付けようと今回の探鳥会参加を希望

いたしました。

言われていた通り、マガンの飛来数は例年より少ない

と仰る方もいましたが、私にとっては圧巻の規模で非常

に満足でした。私の住む道東方面にもマガンは飛来しま

すが、常にヒシクイの数が上回り、規模も比較的′J、さい為、

同じ種でも新鮮さを感じると共に、道内でも西と東の環

境の差異を五感で感じられる探鳥会となりました。

最後になりますが、探鳥会を主催されました北海道野

鳥愛護会の皆様、そして多くの参加者の皆様との出会い

に感謝致します。今後とも皆様の御活躍と素晴らしき野

鳥との出会いを祈念しております。

【記録された鳥】ヒシクイ、マガン、カリガネ、シジュ

ウカラガン、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、ハシビロ

ガモ、オナガガモ、コガモ、キンクロハジロ、スズガモ、

カイツブリ、ハジロカイツブリ、アオサギ、トビ、チュ

ウヒ、モズ、ハシブトガラス、カワラヒワ、カシラダカ、

アオジ　　　　　　　　　　　　　　　　　以上22種

【参加者】阿部真美、今村三枝子、臼田　正、内山純一・

雅子、栗林宏三、坂井伍一、品川陸生、島田芳郎・陽子、

城石一徹、高橋良直、竹内　強、田中　陽・雅子、戸津

高保、中正憲倍、中田勝義、野村　巌、蓮井　肇。敏恵、

畑　正軌原　美保、堀尾尚司、本間康裕、l」＿体真理子、

吉田慶子　　　　　　　　　　　　　　　以上27名

【担当幹事】坂井伍一、畑　正輔

野幌森林公園 
2014．10．12 

札幌市清田区　後藤　義民 

この日の朝は気温が10℃を下回る寒い朝でしたが、要

一つない青空が広がってました。集合場所には沢山の人

が集まってました。常連さん、家族連れ、友人同士等々

40名の参加者です。

ところが歩き出して暫くは声も姿もさっぱりです。何

やら、夏鳥は南に帰ってしまい、冬鳥はまだ渡って来て

ないとか！？それでも少しずつ留鳥たちの姿が見れる棟に

なりました。前を歩いていた人達が、黒い実の付いた草

を見つけたみたいです。実の色が、野鳥のツバメの背中

の黒色と同じだから「ツバメオモト」というんだヨ、と

北海道野鳥だより　第178号（2014）

常連の女性が教えてくれました。植物には、鳥の名前の

ついた種類があるみたいですネ。

大沢の池です。「スズガモ」「キンクロハジロ」のカモ類、

他にも「カイツブリ」等いましたが、同行の人の望遠鏡

を見せてもらいやっと確認できました。

昼食後大沢園地から間もなくの所で「クマゲラ」の声、

姿も。後部を歩いていた人達はラッキー！！

今回は、観察例は少ないものの、それでも28種に出会

うことができました。晴天に恵まれたとても良い探鳥会

でした。

【記録された鳥】オシドリ、マガモ、カルガモ、コガモ、

キンクロハジロ、スズガモ、カイツブリ、キジバト、トビ、

ノスリ、コゲラ、アカゲラ、クマゲラ、カケス、ハシブ

トガラス、キクイタダキ、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒ

ガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、ゴ

ジュウカラ、キバシリ、マヒワ、イカル、アオジ

以上28種

【参加者】秋山洋子、阿部真美、荒木良一、井上公雄、

今村三枝子、大朝暁子、大坂博記、太田敏枝、太田道子、

笠井好美、加藤茜湖、川村宣子、後藤義民、小西芙美枝、

斎藤由美子・佑朱、坂井伍一、品川陸生、清水朋子、杉

田範男、瀬川　睦、高橋貞夫・芳子、田中　陽・雅子、

戸津高保、中垣美代子、中正憲倍・弘子、蓮井　肇、

畑　正輔、早坂春夫、樋口孝城、広木朋子、松原寛直・

敏子、道川富美子、り」本康裕、横山加奈子、吉田慶子

以上40名

【担当幹事】後藤義民、道川富美子

野＿幌森林公園 
2014．11．2 

【記録された鳥】ヒドリガモ、マガモ、コガモ、キンク

ロハジロ、カイツブリ、トビ、コゲラ、アカゲラ、ヤマ

ゲラ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ハシ

ブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、

ヤブサメ、エナガ、ゴジュウカラ、キバシリ、ミソサザィ、

シロハラ、ツグミ、ルリピタキ、カワラヒワ

以上26種

【参加者】阿部真美、鹿川美咲、桑田義英、小西芙美枝、

坂井伍一、品川陸生、清水朋子、高橋貞夫、田中　陽・

雅子、辻田捷紀・恵美子、道場　優、富川　徹、中正憲倍、

南棟沙也香、蓮井　肇、畑　正輔、早坂春夫、辺見敦子、

松原寛直・敏子、横山加奈子、吉田慶子　　　以上24名

【担当幹事】道場　優、富川　微
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【小樽港】　2015年1月18日（日）

札幌から貸し切りバスを利用して行

います。日和山灯台付近、祝津漁港、

高島漁港、フェリーターミナルなどを

周り、海ガモ類、カモメ類、ウミガラ
」三▼‾＝lI．‾　ス類などを観察します。以下の要領で

実施しますので、参加希望者はお申し込みください。

集合場所：札幌駅北口（中央）「鐘の広場」

集合時刻：8：00

帰着時刻：16：00頃

定　　員：45名

参カ口車：2，000円

申込先：畑　幹事

1月6日（火）から9日（金）までの毎日9：00～20：00。

電話・E－mailにて受け付けます。

（E－mailの場合、電話番号を明記願います。）

なお定員になり次第締め切ります。

電話　011－894－0017

E－mail：hata2002＠hpis．plala．orJp

そ　の他

り小樽駅で小休止してから探鳥コースに入ります。

・フェリーターミナルで昼食をとります。

・往復とも途中乗車・下車はできません。

【野幌森林公園】2015年2月1日（日）

冬の野幌森林公園を雪を踏みしめながら、ツグミ、アト

リ、マヒワなどの冬鳥、キツツキ類、カラ類などを観察し

ます。12時頃に大沢口に戻り、鳥合わせ、解散となります。

昼食はふれあい交流館でとることができます。

集　合：野幌森林公園大沢口　9：00

交　通：夕鉄バス　新札幌駅発（文京台南町行）

大沢公園入口下車　徒歩5分

JRバス　新札幌駅発（文京台循環線）

「文京台南町」下車　徒歩5分

【円山公園】2015年3月1日（日）

春の訪れを迎えた円山公園内をキツツキ類、カラ類に加

え、ツグミ、マヒワ、ウソ、シメなどを観察します。

午前中で解散の予定です。（昼食不要）

集　合：円山公園管理事務所前　9：00

交　通：地下鉄東西線　「円山公園」下車　徒歩8分

【サトナイ湖】2015年3月22日（日）

南で冬を過ごしたガン・カモ類がこの時期北の繁殖地に

渡り始めます。渡り鳥の中継地であるウトナイ湖で多くの

カモ類、オジロワシ、オオワシなどを観察します。湖岸を

ネイチャーセンターまで歩きます。正午頃にセンター内で

鳥合わせをし、解散となりますが、同じ場所で昼食をとる

ことができます。

集　合：野生鳥獣保護センター前　9：30

交　通：道南バス　新千歳空港発（苫小牧行）

「ウトナイ湖」下車　徒歩5分

☆いずれの探鳥会も悪天候でない限り実施します。

☆昼食、雨具、観察用具、筆記用具などをお持ちください。

☆問い合わせ　北海道自然保護協会　011－251－5465

午前10時～午後4時（土日、祝祭日を除く。）

鳥民だよ　り

◆新年講演会のご案内◆
・日　時　2015年1月10日（土）13：30～16：00

・場　所　かでる2・7　520研修室

札幌市中央区北2条西7丁目

※前年と会場が変わっています。ご注意ください。
・講　師　長谷川　理氏　（エコ・ネットワーク）

・演　題　大型カモメの種分化とオオセグロカモメの都

市生活
・講演内容：大型カモメの種・亜種の分類は、近年ます

ます細分化される傾向にあります。しかしDNA分析や

いくつかの形態解析は、必ずしも細分化を保証する結果

にはならず、その解釈はなかなかやっかいです。大型カ

モメの識別に情熱を傾ける人もいれば、あきらめモード

の人もいるでしょうが、その複雑でダイナミックな種分

化の過程をいっしょに考えてみましょう。また、札幌で

はオオセグロカモメが都市部で繁殖しています。彼らは

大都市で何を食べ、どのような場所に暮らしているのか。

少しずつ明らかになってきたシティライフの様子を紹介

します。
・野鳥写真映写　（講演終了後。15：00頃から）

会員の皆様が撮影された写真を映写します。映写時間

を調整するため、映写を希望される方は事前に連絡をお

願いします。連絡先：高橋幹事（brb32264＠nifly．com）

当日、写真をUSBメモリ等にコピーしてお越し下さい。
・参加費　500円

・懇親会　新年講演会終了後、酒楽（札幌市中央区北5

条西6丁目、道連ビル地下1F）で行います。会費は

3，500円程度です。前もっての申し込みは不要です。どう

ぞご参加下さい。

【新しく会員になられた方々】

鹿野内　裕子・和弘・なおみ　伯老郡白老町）

喜田　克郎（苫小牧市）

大朝　暁子（江別市）

斎藤　浩一郎・由美子・佑朱（江別市）

中垣　美代子（札幌市厚別区）

青山　明彦・みどり（札幌市中央区）

〔北海道野鳥愛護会〕年会費　個人2，000円、家族3，000円（会計年度4月より） 郵便振替02710－5－18287

〒060－0003　札幌市中央区北3条西11丁目加森ビル5・六階　北海道自然保護協会気付　℡（011）251－5465

HPのアドレス　　http：／／www．aigokai．org
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